
第３学年 算数科学習指導案 

                            日 時 令和元年１０月４日（金）５校時 

児 童 ２組 ２３名 

指導者 武田 宏 

１ 単元名 重さのたんいとはかり方（重さを数で表そう） （東京書籍「新しい算数」３年下） 

２ 単元について 

（１）指導にあたって 

   本単元では、初めて重さを本格的に取り上げる。既習の長さや体積の学習をもとに、重さについて理解し、

その普遍単位を知るとともに、用途に応じて適切な機器を用いて測定できるようにすることをねらいとして

いる。具体的には、重さの単位の必要性と単位グラム「ｇ」の定義、はかりとその目盛りの読み方、単位「ｋ

ｇ」とグラムとの関係、重さの量感と測定、重さの加法性や測定の仕方の工夫について指導する。 

（２）児童の実態 

本学級の児童は算数に対する意欲が高く、算数に対しての意識調査でも、算数の勉強が好きと答えている   

児童が多い。ただ様子を見てみると、計算問題には意欲的に取り組めるが、既習の「長いものの長さのはか

り方」ではｍとｋｍの関係など、単位の関係に苦手意識をもっている児童が少なからず見られた。また、学

習中に進んで挙手したり発表したりする児童が限られる傾向があり、みんなの前で発表することについては、

あまり好きではないという児童もいる。自分の考えを人前で表現することに苦手意識をもっていて、他の発

表を聞いて自分の考えを確認しがちな児童が多いことが伺われる。 

（３）単元の目標 

重さの測定などの活動を通して、重さについての単位の意味と測定の原理を理解し、重さの測定ができる 

ようにするとともに、重さについての量の感覚を身につけられるようにする。   

【 関心・意欲・態度 】 身の回りにあるものの重さに関心を持ち、量感をもとに見当を付けて測定しようと

している。 

【 数学的な考え方 】 長さやかさの学習を基に、数値化することのよさや普遍単位の必要性を認め、重さ

の表し方を考え、表現することができる。 

【  技   能  】 重さについておよその見当をつけ、適切な機器を選んで測定することができる。 

 

【  知識 ・ 理解  】 重さの単位やそれらの関係、はかりの目盛りの読み方や使い方を理解し、重さにつ

いての豊かな感覚を持っている。 

３ 本時の指導 （１／８時間目） 

（１）目 標 重さの比較の仕方を、単位を決めて数値で表せば良いことを考え、説明することができる。 

（２）評価規準 

評価の観点 具体の評価規準（おおむね満足できる状況） 

考重さの比較の仕方を、単位を決

めて数値で表せばよいことを考

え、説明している。 

積み木などの任意の単位で測定した物の重さを、表を用いて大小を説明

している。 

（３）仮説に関わって 

【 対話的な学び合いについて 】 

測定結果についてはグループ全員で確かめ、重い順を各自が考えて、対話により解決してから発表を行う

形にしたい。 

その後、任意単位を混同した設問をグループで解決させる場を設定し、単に数値で比べるのではなく、 

同一単位での比較が必要であることにも気付かせたい。 

【 振り返り活動（評価問題）について 】 

問題１と同構造の、習熟的な評価問題の問題２を行う。ただし、問題１には出てこなかったものを問題１とは別に 

具体物を単位として行うことにより、対象物や単位が変わっても、単位数の大小で重さの大小も決まるということを 

捉えさせる。 

 

 

 



（４）展 開 

 学 習 活 動 支援（〇） 評価（◆） 

 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

１ 問題をつかむ 

 

 

 

・どうやって多くの物の重さを比べれば良

いかを考える 

 

２ 課題を設定する 

  

 

 

３ 見通しをもつ 

・つみ木や一円玉を使って測定することを

確認する 

 

○今までは、長さやかさを求める問題だったが、本時は重さ

の比較であることを押さえさせる。 

○手で持ってみた「感じ」ではなく正確な大小の測定をする方

法を考えさせる。 

○具体物どうしの比較も可能だが、長さのように数値で表す方

法を考えさせる。 

 

 

 

 

 

○どの単位を使って測るか確認し、グループで調べさせる。 

○決めた単位で測定させる。 

や

っ

て

み

る 

 

 

 

 

 

 

    

25 

分 

４ 学び合う 

（１）グループ毎に任意単位で重さを測定

し、記録する 

（２）グループで重さの順位を確かめる。 

（３）グループ毎に発表する 

 

（４）グループで重さの大小を確認する 

・のりは1円玉で32こ、はさみはつみ木

で51こ。はさみの方が重いで良いです

か。 

 

・コンパスと電池とはさみでは、使ったつみ

木（１円玉）が多いから１番重いのは・・

２番目は・・・ 

 

○グループ毎に作業し、結果を各自がワークシートに記入す

る。 

○まとめた結果をグループ毎にワークシートに記入する。 

○グループ毎に、結果を説明させる。 

 

【手立て１ 対話的な学び合い】 

○1 円玉とつみ木を混ぜて調べることはできないことに気

づかせる。 

 

○直接比較と比べて同一単位での測定の普遍性に気付かせ

る。 

 

問題１ 

６つの道具を重い順に並べましょう 

重さを数で表す方法を考えよう。 

 



 

 

 

４ 本単元の評価問題 

 学習内容・評価規準 評 価 問 題 

重さのくらべ方 
 ・物の大きさと重さ、重さの保存性、つり合いについて話し合いながら、重さへの興味・関心を高める 

１ 

本

時 

・重さの比較の仕方を、長さやかさを基

に考える。 

考重さの比較の仕方を、長さやかさの学

習を基に、単位を決めて数値で表せば

よいことを考え、説明している。 

習・教科書、ノート、紅白帽の重さは一円玉、ブロックで表の

通りでした。 

 

重さの重い順に答えましょう。 

・教科書はブロックでノートは一円玉でどちらも 150 こです。

これらは同じ重さでしょうか。わけも言いましょう。 

 

ふ

り

か

え

る 

 

 

 

 

 

 

10

分 

５ まとめる 

 

 

 

６ 振り返る 

（１）習熟的な評価問題で力を確かめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学習感想を交流する 

「重さは直接比較すればいいと思っていた

けど重さの順もつみ木などを使って数で

表せることにびっくりしました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆量る物の重さを積み木などの任意の単位で測定し、表を

用いて大小を説明している。 

 

 

重さも、もとにするものの重さの何こ
分で表せる。 

 

問題２ 

・教科書、ノート、紅白帽の重さは一

円玉、ブロックで表の通りでした。 

重さの重い順に答えましょう。 

・教科書はブロックでノートは一円玉

でどちらも 150こです。これらは同じ

重さでしょうか。わけも言いましょう。 

【手立て２ 目的的な振り返り】 

○学び合いで使った単位とは別の単位も用いた問題

で評価する。 

○同一単位で比べる必要性を確認する問題に取り組

ませる。 

 

 



２ ・重さを表す単位「グラムｇ」の意味と

理解 

技単位「グラムｇ」を使って重さを表し

ている。 

習 教科書P25△２ 

 １円玉を使って、ほかのものの重さをしらべましょう。 

はかりの使い方 

３ ・目盛りの読み方の理解 

知秤量の１ｋｇのはかりの目盛りの読

み方を理解している。 

習 次のものの重さは何ｇですか。 

ア３５４ｇ イ３７０ｇ ウ３２０ｇ 

 

 

４ ・１ｋｇ=１０００ｇの関係を考える。秤

量２ｋｇのはかりを読む。 

技秤量２ｋｇのはかりの目盛りを読む

ことができる。 

習 国語辞典の重さをはかりましょう。何ｋｇ何ｇですか。ま

た何ｇですか。 

 

５ ・身の回りのものの重さを測定する活動

に取り組む。 

技はかりを用いて正しく重さを測定す

ることができる。 

習 重さの見当をつけてから、筆箱の重さをはかりましょう。 

 

６ 

 

・正味・風袋・全体の重さの３つの数の

関係を線分図を用いて考える。 

技正味・風袋・全体の重さの関係に着目

して、未知の量の重さを求めることが

できる。 

習 教科書P30△４ 

  まおさんの体重は２６ｋｇです。犬をだいてはかったら、 

３１ｋｇになりました。 

犬の体重は何ｋｇですか。式と答えを出しましょう。 

 式 ３１－２６＝５ 答え ５ｋｇ 

７ ・重い物の重さを表す単位「トンｔ」の

意味と理解 

知単位「トンｔ」の意味を理解している。 

習 消防車、トラック、バスの重さはそれぞれ何ｔですか。  

① ４０００ｋｇｇ ②７０００ｋｇｇ ③１２０００ｋｇ 

まとめ 

８ ・習熟問題に取り組む。 

知基本的な学習内容を身につけている。 

省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


